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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　燃料電池と、該燃料電池より排出される排ガスの熱を回収するための熱交換器とを収納
ケースに収納してなるとともに、前記熱交換器にて熱交換された後の排ガスを前記収納ケ
ースの外部に排気するための排気管を具備する燃料電池装置であって、前記排気管の排気
口に、前記収納ケースの外部から入り込む風の強弱に応じて前記排気管を開閉する排気口
ダンパーを具備するとともに、前記収納ケース内に位置する前記排気管に、前記排気口ダ
ンパーの開閉と連動して開閉する流路ダンパーが設けられていることを特徴とする燃料電
池装置。
【請求項２】
　燃料電池と、該燃料電池より排出される排ガスの熱を回収するための熱交換器とを収納
ケースに収納してなるとともに、前記熱交換器にて熱交換された後の排ガスを前記収納ケ
ースの外部に排気するための排気管を具備する燃料電池装置であって、排気口より前記排
気管内に入り込んだ風の進行方向の延長線上に位置する前記排気管の管壁に、前記排気管
内に入り込んだ風を前記排気管より逃がすための、風の強弱に応じて開閉する管壁面ダン
パーを具備することを特徴とする燃料電池装置。
【請求項３】
　前記収納ケースに、該収納ケース内の空気を外部に排気するための排気ファンが設けら
れていることを特徴とする請求項１または請求項２に記載の燃料電池装置。
【請求項４】
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　前記収納ケースの内部に、前記排気管から分岐する分岐排気管を設け、前記排気管の前
記分岐排気管との分岐部に、前記流路ダンパーまたは前記管壁面ダンパーを設けるととも
に、前記分岐排気管の排気口が、前記収納ケースの内部で、かつ前記排気ファンの近傍に
位置することを特徴とする請求項３に記載の燃料電池装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、燃料電池と、燃料電池より排出される熱を回収するための熱交換器を収納ケ
ースに収納してなる燃料電池装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、次世代エネルギーとして、複数の燃料電池セルを配列してなる燃料電池セルスタ
ックを収納ケース内に収納した燃料電池やそれを収納してなる燃料電池装置が種々提案さ
れている。
【０００３】
　このような燃料電池装置においては、燃料ガスと酸素含有ガスとを燃料電池セルに供給
し、発電が行なわれる。ここで、燃料電池の発電に伴い、排ガスが生じるため、燃料電池
装置（収納ケース）の外部に排ガスを排気する必要がある。それゆえ、燃料電池装置は、
燃料電池の他、燃料電池の排ガスを収納ケース外に排気するための排気管を設けることが
好ましい。
【０００４】
　ところで、このような排ガスを排気するための排気管を有する他の機器類としては、例
えば給湯器等が挙げられる。このような給湯器においては、排気管（排気口）より給湯器
の外部の風が給湯器内部に入り込んだ場合には、燃料ガスが不完全燃焼する等の問題を生
じるおそれがある。
【０００５】
　それゆえ、例えば排気口近傍に風力センサー等により逆風を検知するとともに、逆風を
検知した場合には燃料供給路に接続された電磁弁を閉じることにより、給湯器を強制的に
停止する方法が知られている。
【０００６】
　また、逆風による給湯器の停止を防止すべく、給湯器の排気口部分に、外部の風が逆風
として入り込むことを防止する目的で、バフラ（逆風防止装置）や邪魔板を設けた給湯器
が提案されている（例えば、特許文献１参照）。
【特許文献１】特開平３－５１６２２号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　ところで、燃料電池装置（収納ケース）を屋外に設置した場合に、燃料電池の発電によ
り生じる排ガスを排気するための排気管を設けるにあたって、燃料電池の排ガスが逆流す
ることや、排気管の排気口から入り込む風を防止する構造とする必要がある。ところが、
上記特許文献１記載の逆流防止の形状では、給湯器のように排ガスの量が多い場合には有
効であるものの、燃料電池装置のように、その排ガス量（熱交換した後の熱交換後排ガス
）が少ない、すなわち排ガスの風力が微弱である場合においては、特に屋外が強風の場合
には、排ガスが燃料電池の内部に逆流する、または外部の風が燃料電池の内部に入り込む
おそれがあった。
【０００８】
　そして、燃料電池の排ガスが逆流する、または外部の風が収納ケース（排気管）内に入
り込んだ場合には、排ガスの排気流路が閉塞となる場合があり、その場合に、燃料電池の
発電出力が低下するとともに燃料電池装置が緊急停止するおそれがあった。
【０００９】
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　一方、給湯器で採用されているような、逆風を検知して燃料ガスの供給を強制的に遮断
するといった方法を、燃料電池装置に適用した場合、急激な条件変動により燃料電池装置
が破損するおそれがあるといった問題もあった。
【００１０】
　それゆえ、本発明は、燃料電池の発電により生じる排ガスを排気するための排気管より
、燃料電池の排ガスが逆流する、もしくは収納ケースの外部の風が燃料電池の内部に入り
込むことを抑制できる燃料電池装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　本発明の燃料電池装置は、燃料電池と、該燃料電池より排出される排ガスの熱を回収す
るための熱交換器とを収納ケースに収納してなるとともに、前記熱交換器にて熱交換され
た後の排ガスを前記収納ケースの外部に排気するための排気管を具備する燃料電池装置で
あって、前記排気管の排気口に、前記収納ケースの外部から入り込む風の強弱に応じて前
記排気管を開閉する排気口ダンパーを具備するとともに、前記収納ケース内に位置する前
記排気管に、前記排気口ダンパーの開閉と連動して開閉する流路ダンパーが設けられてい
ることを特徴とする。
【００１２】
　このような燃料電池装置においては、排気管の排気口に、風の強弱に応じて排気管を開
閉する排気口ダンパーを設けたことにより、熱交換された後の排ガス（熱交換後排ガス）
を収納ケースの外部に排気することができるとともに、収納ケースの外部の風が燃料電池
の内部に入り込むことを抑制することができる。
【００１３】
　さらに、この排気口ダンパーを風の強弱（風力）に応じて排気管を開閉するダンパーと
することにより、例えば風が強い場合には排気管が閉じ、風が弱いときには排気管が開い
ているとすることができる。それにより、収納ケースの外部から入り込む風の強弱（風力
）に応じて、排気口ダンパーが排気管を開閉し、収納ケースの外部の風が燃料電池の内部
に入り込むことを抑制（防止）することができる。
【００１４】
　したがって、収納ケースの外部の風（空気）が燃料電池内に入り込むことを抑制できる
ことから、燃料電池装置の緊急停止等を抑制でき、効率よく稼動可能な燃料電池装置を提
供することができる。
【００１５】
　また、本発明の燃料電池装置は、前記収納ケース内に位置する前記排気管に、前記排気
口ダンパーの開閉と連動して開閉する流路ダンパーが設けられている。
【００１６】
　このような燃料電池装置においては、熱交換された後の排ガス（熱交換後排ガス）を、
排気管より排気することができるとともに、収納ケースの外部の風が燃料電池の内部に入
り込むことを抑制できる。
【００１７】
　すなわち、例えば収納ケースの外部の風が非常に強い場合に、排気口ダンパーが排気管
を閉じる、場合によっては閉塞する場合がある。
【００１８】
　この場合、収納ケースの外部の風が燃料電池内に入り込むことは遮断できるものの、熱
交換された後の排ガス（熱交換後排ガス）が排気管より排気することができない、もしく
は少量の熱交換後排ガスしか排気できないことから、熱交換後排ガスが燃料電池内に逆流
し、燃料電池が劣化するおそれがある。
【００１９】
　本発明においては、熱交換された後の排ガスを排気するための収納ケース内に位置する
排気管に、排気口ダンパーの開閉と連動して開閉する流路ダンパーを設けたことにより、
排気口ダンパーが排気管を閉じる場合には、排気口ダンパーと連動する流路ダンパーが排
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気管を開くこととなり、熱交換後排ガスは排気管より排気されることとなる。
【００２０】
　したがって、収納ケースの外部（排気口）より入り込む風の強弱にあわせて、熱交換後
排ガスの排気場所を変えることができ、熱交換後排ガスや収納ケースの外部の風が燃料電
池内に逆流することを抑制することができることから、燃料電池装置の緊急停止等を抑制
でき、効率よく稼動可能な燃料電池装置を提供することができる。
【００２１】
　本発明の燃料電池装置は、燃料電池と、該燃料電池より排出される排ガスの熱を回収す
るための熱交換器とを収納ケースに収納してなるとともに、前記熱交換器にて熱交換され
た後の排ガスを前記収納ケースの外部に排気するための排気管を具備する燃料電池装置で
あって、排気口より前記排気管内に入り込んだ風の進行方向の延長線上に位置する前記排
気管の管壁に、前記排気管内に入り込んだ風を前記排気管より逃がすための、風の強弱に
応じて開閉する管壁面ダンパーを具備することを特徴とする。
【００２２】
　このような燃料電池装置においては、排気管内に入り込んだ風の進行方向の延長線上に
位置する排気管の管壁に、風の強弱に応じて開閉する管壁面ダンパーを設けたことにより
収納ケースの外部より排気管内に入り込んだ風を排気管より逃がすことができ、あわせて
燃料電池内に入り込むことを抑制することができる。
【００２３】
　すなわち、例えば排気口より排気管内に入り込んだ風は、その入り込んだ風を排気管よ
り逃がすことができない場合は、そのまま燃料電池内に入り込み、燃料電池が劣化する、
もしくは燃料電池装置が緊急停止する等の問題が生じるおそれがある。
【００２４】
　本発明においては、排気口より排気管内に入り込んだ風の進行方向の延長線上に位置す
る排気管の管壁に、風の強弱に応じて開閉する管壁面ダンパーを設けたことから、排気管
内に入り込んだ風は、管壁面ダンパーを介して、排気管より逃がすことができる。また、
熱交換された後の排ガス（熱交換後排ガス）も、排気管に入り込んだ風とともに、排気管
内より逃がすことができる。
【００２５】
　したがって、排気口より排気管内に入り込んだ風が燃料電池内に入り込むことを防止（
抑制）できることから、燃料電池装置の緊急停止等を抑制でき、効率よく稼動可能な燃料
電池装置を提供することができる。
【００２６】
　また、本発明の燃料電池装置は、前記収納ケースに、前記収納ケース内の空気を外部に
排気するための排気ファンが設けられていることが好ましい。
【００２７】
　例えば、排気管に流路ダンパーや管壁面ダンパーを設けた場合、熱交換後排ガスや排気
管内に入り込む収納ケースの外部の空気は、これらのダンパーを介して、排気管より収納
ケース内に排気されることとなる。
【００２８】
　ここで、本発明においては、燃料電池等を収納する収納ケースに、収納ケース内の空気
を外部に排気するための排気ファンを設けることにより、排気管より収納ケース内に排気
された、熱交換後排ガスや収納ケースの外部より排気管に入り込んだ空気を、収納ケース
の外部に排気することができる。
【００２９】
　本発明の燃料電池装置は、前記収納ケースの内部に、前記排気管から分岐する分岐排気
管を設け、前記排気管の前記分岐排気管との分岐部に、前記流路ダンパーまたは前記管壁
面ダンパーを設けるとともに、前記分岐排気管の排気口が、前記収納ケースの内部で、か
つ前記排気ファンの近傍に位置することが好ましい。
【００３０】
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　本発明においては、収納ケースの内部に、排気管から分岐する分岐排気管を設け、排気
管の分岐排気管との分岐部に、流路ダンパーまたは管壁面ダンパーを設けたことにより、
流路ダンパーもしくは管壁面ダンパーより排気される、熱交換後排ガスまたは収納ケース
の外部より入り込んだ風（排気管内に入り込んだ逆風）は、分岐排気管の内部を流れるこ
ととなる。
【００３１】
　そして、分岐排気管の排気口は、収納ケースの内部で、かつ換気ファンの近傍に位置す
ることから、分岐排気管の内部を流れた熱交換後排ガスおよび排気管内に入り込んだ逆風
は、換気ファンにより収納ケースの外部に排気することができる。
【発明の効果】
【００３２】
　本発明の燃料電池装置は、燃料電池と熱交換器を収納する収納ケースに、熱交換後の排
ガスを排気するための排気管を具備するとともに、排気管の排気口に、収納ケースの外部
から入り込む風の強弱に応じて排気管を開閉する排気口ダンパーを具備するとともに、収
納ケース内に位置する排気管に、排気口ダンパーの開閉と連動して開閉する流路ダンパー
が設けられていることから、熱交換後の排ガスを排気するとともに、収納ケースの外部か
らの風が入り込むことを抑制することができる。それにより、燃料電池装置の緊急停止等
を抑制でき、効率よく稼動可能な燃料電池装置を提供することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００３３】
　図１は、燃料電池装置１を概略的に示した概略図であり、図２は図１の破線の円で示す
排気口部分を拡大して示したものである。なお、同一の部材については同一の番号を付す
るものとし、以下同様とする。なお、図中において、太い黒の矢印は収納ケースの外部の
風（排気管内に入り込む風）の方向を、白枠の矢印は後述するダンパーの動きを、曲線状
の矢印は熱交換後排ガスの流れ方向を示しており、以下同様である。
【００３４】
　燃料電池装置１は、燃料電池２（固体電解質形燃料電池２）、燃料電池２より排出され
る排ガスの熱を回収するための熱交換器３、燃料電池２に酸素含有ガスを供給するための
酸素含有ガス供給手段４、燃料電池２を制御するための制御装置５が、収納ケース６に収
納されて構成されている。なお、図１はあくまで燃料電池装置１を概略的に示したもので
あり、その他燃料電池２に水を供給するための水供給手段や、燃料ガスを供給するための
燃料ガス供給手段等を収納ケース６の内部に収納することもできる。
【００３５】
　ここで、収納ケース６は、燃料電池２より排気される排ガスの熱を熱交換器３にて回収
した後の排ガスである熱交換後排ガスを収納ケース６の外部に排気するための、排気管８
を具備している。
【００３６】
　燃料電池２により生じた排ガスは、熱交換器３にて排ガスの排熱が回収される。一方、
排熱が回収された後の排ガス（熱交換後排ガス）は、熱交換器３より排気され、排気管８
を流れて排気口７より収納ケース６の外部に排気される。なお、図１において排気管８は
、熱交換後排ガスを排気口７より収納ケース６の下側にむけて排気する形状を示している
。
【００３７】
　ところで、燃料電池装置１を、例えば屋外等に設置した場合、屋外の風が強い場合には
、熱交換後排ガスを排気口７より排気することができず、燃料電池２の内部に逆流するお
それや、排気口７より収納ケース６の外部の風が排気管８内に入り込み、場合によって燃
料電池２の内部にまで入り込むおそれがある。
【００３８】
　そして、熱交換後排ガスや収納ケース６の外部からの風が、燃料電池２内に入り込んだ
場合には、燃料電池２の発電出力が停止するとともに、燃料電池装置１が緊急停止する等
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の問題が生じるおそれがある。
【００３９】
　燃料電池装置１においては、排気管８の排気口７に、風の強弱に応じて排気管８を開閉
する排気口ダンパー９を具備することが重要である。
【００４０】
　ここで、図１に示した排気口ダンパー９は、排気管８に入り込んだ収納ケース６の外部
の風の強弱に応じて上下に可動する。それにより、例えば、収納ケース６の外部から風が
入り込まない場合は、排気口ダンパー９は下がって排気管８（排気口７）を開くこととな
り、熱交換後排ガスが排気口７より排気される。
【００４１】
　一方、収納ケース６の外部より排気管８内に風が入り込む場合には、その風の強弱にあ
わせて排気口ダンパー９が反り上がり、場合によっては、排気管８を閉じることとなる。
したがって、収納ケース６の外部より排気管８内に風が入り込むことを抑制することがで
きる。
【００４２】
　それにより、熱交換後排ガスや収納ケース６の外部の風（空気）が、排気管８を通じて
燃料電池２内に入り込むことを抑制できることから、燃料電池装置１の緊急停止等を抑制
でき、効率よく稼動可能な燃料電池装置１とすることができる。
【００４３】
　なお、図には示していないが、収納ケース６の外部の風力が強い場合に、排気口ダンパ
ー９が勢い余って排気管８の内部に反り返らない（ひっくり返らない）よう、排気管８に
ストッパーを設けてもよい。
【００４４】
　図３は、本発明の燃料電池装置１の排気口７部分の他の実施の形態を示す一部拡大図で
ある。図３においては、収納ケース６内に位置する熱交換後の排ガスを排気するための排
気管８に、排気口ダンパー９の開閉と連動して開閉する流路ダンパー１０が設けられてい
る。なお、図３においては、流路ダンパー１０が反り上がり、流路排気口１１が開いてい
る場合を示す。
【００４５】
　図１に示したように、排気口ダンパー９を設けることにより、熱交換後排ガスや収納ケ
ース６の外部から入り込んだ風が、排気管８を通じて燃料電池２内に流れ込むことを抑制
（防止）することができる。
【００４６】
　しかしながら、例えば燃料電池装置１が屋外に設置されている場合であって、非常に風
が強い日には、排気口ダンパー９が反り上がり、排気管８を閉じ続ける（閉塞する）場合
が想定される。
【００４７】
　この場合、熱交換後排ガスは、排気管８（排気口７）より収納ケース６の外部へ排気す
ることが困難となり、燃料電池２の内部に逆流するおそれがある。そして、燃料電池２内
に熱交換後排ガスが逆流した場合、燃料電池２が劣化するおそれがある。それゆえ、排気
口ダンパー９が反り上がり、長時間排気管８を閉じる場合に、熱交換後排ガスを排気管８
より排気する手段を設けることが好ましい。
【００４８】
　図３においては、収納ケース６内に位置する排気管８に、排気口ダンパー９の開閉と連
動して排気管８を開閉する流路ダンパー１０が設けられている。なお図３において、流路
ダンパー１０は、排気口ダンパー９と連動して上下に可動する例を示している。
【００４９】
　それにより、排気口ダンパー９が下がっている場合には、流路ダンパー１０は流路排気
口１１を閉じることとなり、熱交換後排ガスは排気口７より排出される。
【００５０】
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　なお、図３においては、流路ダンパー１０と排気口ダンパー９を連結する部材を、それ
ぞれのダンパーの中央部付近で結んでいるが、これらダンパーを連結する部材は、それぞ
れのダンパーが連動して可動できればよい。それゆえ、例えばダンパーを連結する部材は
、それぞれのダンパーの先端部等に設けられていてもよい。
【００５１】
　一方、収納ケース６の外部から入り込む風が強い場合には、排気口ダンパー９が反り上
がり、排気管８が閉じられる、もしくは閉塞する。それにより排気管８に収納ケース６の
外部から風が入り込むことが遮断される。その際、排気口ダンパー９と連動して、流路ダ
ンパー１０が反り上がり、流路排気口１１が開くことで排気管８が開くこととなる。それ
により、熱交換後排ガスは、流路排気口１１より排気されることとなり、排気管８を熱交
換後排ガスが逆流することを抑制できる。
【００５２】
　それにより、熱交換後排ガスが燃料電池２の内部に逆流することを防止できるとともに
、収納ケース６の外部から排気管８に風が入り込むことを防止することができる。
【００５３】
　したがって、収納ケース６の外部より入り込む風の強弱にあわせて、熱交換後排ガスの
排気場所を変えることができ、熱交換後排ガスや収納ケース６の外部の風が燃料電池２内
に逆流することを抑制できることから、燃料電池装置１の緊急停止等を抑制でき、効率よ
く稼動可能な燃料電池装置１とすることができる。
【００５４】
　図４は、本発明の燃料電池装置１の排気口７部分のさらに他の実施の形態を示す一部拡
大図である。図４においては、排気口７より排気管８内に入り込んだ風の進行方向（ｓ）
の延長線上に位置する排気管８の管壁に、排気口７より排気管８内に入り込んだ風を排気
管８より逃がすための、風の強弱に応じて開閉する管壁面ダンパー１３を設けている。
【００５５】
　ここで、図４においては、排気管８が曲がり部１２を有することから、排気口７より排
気管８内に入り込んだ風の進行方向の延長線上に位置する排気管８の管壁とは、曲がり部
１２部分の管壁面に相当する。
【００５６】
　それにより、例えば排気口７より入り込んだ風の強弱に応じて、管壁面ダンパー１３が
可動して管壁面排気口１４が開くことにより、排気管８内に入り込んだ逆風は、管壁面排
気口１４より逃がすことができる。
【００５７】
　また、熱交換後排ガスは、収納ケース６の外部の風が弱い場合には、そのまま排気管８
を通じて排気口７より排気される。一方で、収納ケース６の外部の風が、排気口７より排
気管８内に入り込む場合には、その風の進行方向の延長線上の管壁面に設けた壁面ダンパ
ー１３が可動し、壁面排気口１４が開くことから、熱交換後排ガスは、壁面排気口１４よ
り排気されることとなる。
【００５８】
　したがって、熱交換後排ガスや排気口７より排気管８内に入り込んだ風が、燃料電池２
内に入り込むことを抑制できることから、燃料電池装置１の緊急停止等を抑制でき、効率
よく稼動可能な燃料電池装置１を提供することができる。
【００５９】
　なお、排気口７の近傍に、排気管８に直接風が吹き込まないよう、カバー等を設けるこ
とも可能であるが、その場合であっても、排気口７とカバーの隙間より風が入り込む場合
があるため、管壁面ダンパー１３を設けることが好ましい。
【００６０】
　図５は、収納ケース６に、収納ケース６の内部の空気を外部に排気するための排気ファ
ン１５が設けられている。なお、図５においては、排気ファン１５から逆風が入り込むこ
とを防止すべく、排気ファン１５の近傍に、逆風防止カバーが設けられている。
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【００６１】
　例えば、排気管８に流路ダンパー１０や管壁面ダンパー１３を設けた場合、熱交換後排
ガスや排気管８内に入り込む収納ケース６の外部の風（逆風）は、これらのダンパーが排
気管８を開閉することにより、収納ケース６の内部に排気されることとなる。
【００６２】
　ここで、図５においては、燃料電池装置２０の内部に、燃料電池２の発電に用いられる
酸素含有ガスを供給するための、酸素含有ガス供給手段４が設けられている。このような
酸素含有ガス供給手段４としては、例えばポンプ等が挙げられる。
【００６３】
　ところで、この酸素含有ガス供給手段４がポンプである場合、ポンプが作動することに
より、ポンプ周囲の収納ケース６内の空気等がポンプに吸い込まれた後、燃料電池２の内
部に供給される場合がある。
【００６４】
　この際、収納ケース６内に、流路ダンパー１０や管壁面ダンパー１３より熱交換後排ガ
スや収納ケース６の外部から入り込んだ風（空気）が排気されると、これらのガスや空気
が、ポンプにより燃料電池２の内部に供給される場合がある。この場合、結果的に熱交換
後排ガスが逆流することや収納ケース６の外部の空気が入り込むことと同じ事ととなり、
燃料電池２が劣化する、もしくは燃料電池装置２０が緊急停止するおそれがある。
【００６５】
　ここで図５においては、収納ケース６内の空気を外部に排気するための排気ファン１５
が設けられていることから、排気管８に設けられた流路ダンパー１０や管壁面ダンパー１
３より収納ケース６の内部に排気された熱交換後排ガスや、収納ケース６の外部より入り
込んだ風等を、排気ファン１５より収納ケース６の外部に効率よく排気することができる
。
【００６６】
　それにより、燃料電池装置２０の緊急停止等を抑制でき、効率よく稼動可能な燃料電池
装置を提供することができる。
【００６７】
　ここで、排気管８より排気された熱交換後排ガスや収納ケース６の外部より入り込んだ
風（空気）をより効率よく排気する目的で、図６に示すように、収納ケース６の内部に、
排気管８から分岐する分岐排気管１６を設け、排気管８の分岐排気管１６との分岐部に、
流路ダンパー１０を設けるとともに、分岐排気管１６の排気口が、収納ケース６の内部で
、かつ排気ファン１５の近傍に位置することとすることができる。
【００６８】
　それにより、流路ダンパー１０を通じて、排気管８より排気された、熱交換後排ガスや
収納ケース６に入り込んだ風（空気）は、分岐排気管１６の内部を流れて、収納ケース６
の内部で、かつ排気ファン１５の近傍に排気される。そして、その排気ファン１５の近傍
に排気された排ガス等は、排気ファン１５により収納ケース６の外部に排気される。
【００６９】
　したがって、収納ケース６の内部に排気された熱交換後排ガスや収納ケース６の外部よ
り入り込んだ空気が、燃料電池２の内部に流れることを抑制できることから、燃料電池装
置２１の緊急停止等を抑制でき、効率よく可動可能な燃料電池装置２１を提供することが
できる。
【００７０】
　なお図示していないが、収納ケース６の内部に、排気管８から分岐する分岐排気管１６
を設け、排気管８の分岐排気管１６との分岐部に、管壁面ダンパー１３を設けるようにし
てもよく、その場合も上記と同じ効果が得られる。
【００７１】
　なお、上述した実施形態においては、風力により上下に可動するダンパーを例として説
明したが、例えば、風圧シャッターのようなダンパーを用いることも可能である。この場
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圧により閉じることにより、収納ケース６の外部からの風が収納ケース６内に流れ込むこ
とを防止できる。その際、流路ダンパー１０は自動的に開くように設計することが好まし
い。
【図面の簡単な説明】
【００７２】
【図１】燃料電池装置の一例を示す概略図である。
【図２】図１に示す排気口部分の拡大図である。
【図３】収納ケースの内部に位置する排気管に流路ダンパーを設けたことを示す、本発明
の燃料電池装置の排気口部分の一部拡大図である。
【図４】排気管内に入り込んだ逆風の進行方向の延長線上に位置する排気管の管壁に、管
壁面ダンパーを設けたことを示す、本発明の他の実施の形態の燃料電池装置の排気口部分
の一部拡大図である。
【図５】収納ケースに排気ファンを設けたことを示す、本発明のさらに他の実施の形態の
燃料電池装置の概略図である。
【図６】収納ケースの内部に、排気管から分岐する分岐排気管を設け、排気管の分岐排気
管との分岐部に流路ダンパーを設けたことを示す、本発明のさらに他の実施の形態の燃料
電池装置の概略図である。
【符号の説明】
【００７３】
１、２０、２１：燃料電池装置
２：燃料電池
３：熱交換器
６：収納ケース
７：排気口
８：排気管
９：排気口ダンパー
１０：流路ダンパー
１１：流路排気口
１２：曲がり部
１３：壁面ダンパー
１４：壁面排気口
１５：排気ファン
１６：分岐排気管
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